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学　位　論　文　内　容　の　要　旨

博士の専攻分野の名称　博士（理　学）　氏　名　　寺　 　　　功　哲

学　位　論　文　題　名

Studies on the Generalized Spin-Boson Models

（一般化されたスピン-ボソンモデルに関する研究）

本学位論文は非相対論的粒子が相対論的ボソン場と相互作用する系を作用素論の観点から
扱ったものである．非相対論的場の量子論の中でも特に，スピン-ボソンモデルを抽象化した一
般化されたスピン-ボソンモデルを研究したものである．具体的にはHilbert空間H⊗Fb(K)

上の対称作用素

H(λ) := (A0 +A1)⊗ I + I ⊗ dΓ(W ) + λσn
j=1Bj ⊗ ϕ(gj)

の自己共役性と基底状態に関してである．
H(λ)はKato-Rellichの定理から十分小さい結合定数 λに対して自己共役作用素となる事
が分る．また，族 {A0, B1, Bj}が強可換な自己共役作用素，[A1, Bj ]が有界であり，

A0 +A1 −
λ2

2

n∑
j,k=1

⟨gj ,W−1gk⟩

が下に有界な自己共役作用素となる場合にはH(λ)が自己共役作用素となる事が知られてい
る．それに対して，本稿では主に強可換性を仮定しない場合の結合定数が大きい領域での自
己共役性を考察する事により次の結果を示した．

THEOREM 0.1. (適当な仮定の下で）H(λ)は D(H(0))上で本質的に自己共役である．ま
た，H(λ) が下に有界であるならば，|λ′| < |λ|となる任意の結合定数 λ′に対してH(λ′)は
D(H(0))上の自己共役作用素である．

また，H(λ)の基底状態について考察した．ここで，基底状態とはスペクトルの下限 inf σ(H(λ))(=:

E0)がH(λ)の固有値であるとき，その固有ベクトルを指す．つまり，H(λ)Ψ = E0Ψを満
たす零で無いベクトルΨの事である．H(0)が基底状態を持たない場合であっても，適当な



条件の下では結合定数が大きくなるとH(λ)の基底状態が現われる．これに対して本学位論
文に於いては結合定数が十分小さい領域に於ける基底状態を考察した．ユニタリー変換と
Birman-Schwingerの定理を拡張する事により，次の結果が得られた．

THEOREM 0.2. （適当な条件下に於いて）或る定数 λ0が存在して，|λ < λ0をみたす任意
の結合定数 λに対してH(λ)は基底状態を持たない．


